
病害虫によって枯れてしまったクロマツの防風林を復活させようと
「さんむ２０００本植樹祭」が開催。

防風林を元の姿に！ 
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　１１月７日に、小松海岸で、病害虫によって枯れてしまったクロマツの防風林を復活させようと「さんむ
2000本植樹祭」が開催されました。
　この植樹祭は、「うまい！を明日へ！」プロジェクトの一環としてアサヒビール㈱から寄付を受け、千葉
県環境財団が実施している、「房総半島の海岸環境保全支援事業」の助成により、山武市青少年育成市民
会議が企画、運営を進めてきました。
　当日は天候に恵まれ、椎名市長をはじめ、市民会議を構成する各団体や、市内の小中学生、親子連れなど、
400 人を超える参加があり、松枯れで更地となっていた約 4,000 ㎡の防風林に、新たにクロマツの苗木
を植えました。苗木を植え終えた参加者は、自分たちが植えた苗木を前に記念撮影をし、同会議から配布
された焼きそばとトン汁をおいしそうにほおばっていました。会長の小山和典氏は「子ども達に、自分が
植えた木に愛着を持ってもらい、大切さを知ってほしい」と力強く語っていました。

さんむ２０００本植樹祭開催！さんむ２０００本植樹祭開催！
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個　　人
【ポンプ車操法の部】最優秀賞（敬称略）
　指揮者　佐久間章雄　第 2 分団第 5 部（東町）
　１番員　土屋　　久（同上）　                
　２番員　市原　裕康　第 2 分団第 4 部（新町） 
　３番員　鬼原　　彰（同上）
　４番員　並木　佳久　第 2 分団第 5 部（東町）            

【小型ポンプ操法の部】最優秀賞（敬称略）
　指揮者　斉藤　幹夫　第 3 分団第 3 部（五木田）
　１番員　土屋　光寛　第 7 分団第 2 部（森）
　２番員　谷上　照昌　第 3 分団第 3 部（五木田）
　３番員　石灘　博育　第 7 分団第 2 部（森）

団　　体
【ポンプ車操法の部】　　　　　　　　　　　
　優　勝　   第 2 分団第 4 部（新町）　　　
　準優勝　　第 12 分団第 1 部
　　　　　　（山室・引越・谷津・古和）  
　３　位　　第 4 分団第 3 部（本須賀納屋）
　        　　　　　　　　　　 

【小型ポンプ操法の部】
　優　勝　　第 7 分団第 2 部（森）
　準優勝　　第 5 分団第 1 部
　　　　　　�（諸木内・浅間台・井ノ上・宿・

坂ノ上・白玉・洋光台・美杉野）
　３　位　　第 3 分団第 3 部（五木田）

　第２回山武市消防ポンプ操法大会が 11 月 14 日、蓮沼
海浜公園第１駐車場で開催されました。この大会は、地域
の消防活動に従事している消防団員が日ごろの消火活動訓
練の成果を発表し、各部の水準を高め防火体制の確立を図
ることを目的としています。
　今回の大会には市内全 48 部中 23 部が出場し、ポンプ
車操法の部と、小型ポンプ操法の部で、日ごろの操法技術
を競い合いました。
　この大会で優勝したポンプ車操法の部、第２分団第４部

（新町）、小型ポンプ操法の部、第７分団第２部（森）は、
来年開催予定の第 33 回山武消防ポンプ操法大会に出場し
ます。

大
　
会
　
結
　
果

地域の安全を守る地域の安全を守る
第2回山武市消防ポンプ操法大会

優勝　第２分団第４部（ポンプ車操法）優勝　第７分団第２部（小型ポンプ操法）

❶

❷

❸❹

❶❸�機敏な動きでホースを操る第２
分団第４部

❷❹�日ごろの訓練の成果を発揮第７
分団第２部
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行政からの

お らせ知
information

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
單
光
章

瑞
宝
單
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
單
光
章

瑞
宝
單
光
章

石い
し
ば
し𣘺　
　

洋
ひ
ろ
し 

氏
（
蓮
沼
ハ
）　 

遠え
ん
ど
う藤　
　

輝て
る
み 

氏
（
大
木
）　 

田た
な
か中　

ひ
さ
江え 

氏
（
蓮
沼
二
）

お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
受
章
者
が
11
月
３
日
付
け
で
発
表
さ
れ
ま
し
た

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員

を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
田
中
ひ
さ
江

さ
ん
は
、
こ
の
度
、
国
な
ど
が
取

り
扱
う
行
政
に
関
す
る
苦
情
の
解

決
に
多
年
に
わ
た
り
尽
力
し
、
そ

の
業
績
が
他
の
模
範
と
す
る
に
足

り
る
と
認
め
ら
れ
て
、10
月
13
日
、

行
政
相
談
委
員
総
務
大
臣
表
彰
式

に
お
い
て
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

山
武
警
察
署
管
内
防
犯
協
会
連

合
会
主
催
、
全
国
地
域
安
全
運

動
「
安
心
な
街
づ
く
り
大
会
」
が

10
月
12
日
に
山
武
市
役
所
で
行
わ

れ
、
長
年
地
域
の
防
犯
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
方
の
表
彰
、
防
犯
ポ
ス

タ
ー
展
優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

関
東
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
会
長

表
彰

防
犯
功
労
者　

千
葉
県
防
犯
協
会
長
表
彰

《
報
奨
者
》

　

岩
澤　

俊
夫
（
殿
台
）

　

今
関　

俊
彦
（
板
附
）

　

古
作
喜
一
郎
（
蓮
沼
ロ
）

　

秋
葉　

剛
一
（
木
戸
）

　

石
橋　

浩
司
（
蓮
沼
イ
）

山
武
警
察
署
管
内
防
犯
協
会
連
合

会
長
表
彰

　

木
村　

重
雄（
松
尾
町
五
反
田
）

　

石
井　

憲
吾
（
松
尾
町
山
室
）

　

菅
野　

芳
宏
（
蓮
沼
ハ
）

　

石
𣘺　

伸
平
（
椎
崎
）

　

大
網　

光
雄
（
松
尾
町
小
川
）

　

小
川　

一
弓
（
蓮
沼
ニ
）

　

髙
宮　

義
夫
（
蓮
沼
ハ
）

　

押
尾　

正
知
（
松
尾
町
八
田
）

　

小
川　

益
弘
（
椎
崎
）

　

秋
葉　

善
男
（
麻
生
新
田
）

　

加
藤　

弘
敬
（
埴
谷
）

山
武
警
察
署
管
内
防
犯
ポ
ス
タ
ー

展《
小
学
５
年
生
の
部
》

銀
賞　

豊
岡
小
学
校　

太
田
莉
奈

銅
賞　

緑
海
小
学
校　

河
野
宏
季

銅
賞　

鳴
浜
小
学
校　

鈴
木
優
哉

《
小
学
６
年
生
の
部
》

金
賞　

松
尾
小
学
校　

花
澤
奈
緒

銀
賞　

鳴
浜
小
学
校　

安
冨　

渚

銅
賞　

山
武
西
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
和
壮

《
中
学
生
の
部
》

金
賞　

成
東
中
学
校　

髙
橋　

葵

銀
賞　

山
武
南
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
津　

遥

銅
賞　

成
東
中
学
校　

山
根
美
香

銅
賞　

山
武
南
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
形
有
那

防
犯
功
労
者
・
防

犯
ポ
ス
タ
ー
展

優
秀
作
品
を
表
彰

　

石
𣘺
氏
は
、
昭
和
57
年
か
ら
28

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
保
護

司
と
し
て
多
大
な
る
貢
献
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

社
会
奉
仕
の
精
神
に
徹
し
、
犯

罪
を
お
か
し
た
者
や
非
行
に
陥
っ

た
少
年
の
更
生
を
支
援
し
、
地
域

社
会
の
環
境
浄
化
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

元
山
武
市
消
防
団
副
団
長
の
遠

藤
氏
は
、
昭
和
40
年
か
ら
42
年
余

り
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
業

務
に
精
励
し
、
地
域
の
安
全
確
保

に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
消
防
団
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、
市
民
の
尊
い
命
・
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

秋あ
き
や
ま山　

盛も
り
ぞ
う三  

氏
（
松
ケ
谷
イ
）
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社
会
教
育
功
労
者
表
彰

功
労
表
彰

山
武
地
域
内
の

市
巡
回
バ
ス
コ
ー

ス
・
ダ
イ
ヤ
が
変
更

善
行
表
彰

　

10
月
15
日
、
大
網
白
里
町
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
55
回
山

武
地
方
社
会
教
育
振
興
大
会
で
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
武
地
方
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

　

市
の
文
化
財
審
議
会
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
文
化
財
の
保

護
・
保
存
に
努
め
た
功
績

増ま
す
お
か岡　

武た
け
ひ
ろ博 

氏 （
上
横
地
）

加か
と
う藤　

幸ゆ
き
お男 

氏
（
椎
崎
）

　
　
　
　（
通
算
21
年
の
功
績
）

緑み
ど
り
か
わ川　

勝か
つ
ひ
さ久 

氏
（
富
田
ト
）

（
通
算
21
年
の
功
績
）

並な
み
き木　

茂し
げ
こ子 

氏
（
森
）

（
通
算
18
年
の
功
績
）

杉す
ぎ
や
ま山　
　

清き
よ
し 

氏
（
横
田
）

（
通
算
18
年
の
功
績
）

塚つ
か
も
と本　

　

庸よ
う 

氏 （
成
東
）

市
で
は
、多
分
野
で
貢
献
さ
れ
た
方
に
、功
労
表
彰
と
善
行
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
青
少
年
相
談
員
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

市
指
定
史
跡「
大
高
善
兵
衛
の
墓
」

を
囲
む
土
地
を
寄
付

多
年
に
わ
た
り
児
童
・
生
徒
な
ど

の
健
診
・
予
防
接
種
に
関
わ
り
保

健
事
業
に
貢
献

多
年
に
わ
た
り
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
と
し
て
学

校
給
食
に
大
き
く
貢
献

石い
し
ば
し橋　

　

祝
め
ぐ
み 

氏
（
白
幡
）

石い
し
げ毛　

忠た
だ
お雄 

氏
（
松
尾
町
大
堤
）

九く

き鬼
紘こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎 

氏
（
津
辺
）

加か
と
う藤　
　

正た
だ
し 

氏
（
富
田
）

安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
願
っ
て

緑
海
小
学
校

教
育
功
労
賞
受
賞

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
」

と
11
月
９
日
、
東
京
電
力
㈱
成
田

支
社
か
ら
防
犯
灯
を
10
灯
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
団
法
人
東
金
法
人
会

か
ら
11
月
12
日
、
防
犯
啓
発
看
板

を
10
枚
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

今い
ま
ぜ
き関　

和か
ず
お男 

氏
（
新
泉
）

（
通
算
15
年
の
功
績
）

加か
と
う藤　

弘ひ
ろ
ゆ
き敬 

氏
（
埴
谷
）

（
通
算
15
年
の
功
績
）

木き
う
ち内
ひ
で
子こ 

氏
（
戸
田
）

（
通
算
15
年
の
功
績
）

　

山
武
出
張
所
が
さ
ん
ぶ
の
森
交

流
セ
ン
タ
ー
あ
ら
ら
ぎ
館
へ
移
転

し
た
こ
と
に
伴
い
、
12
月
１
日
か

ら
市
巡
回
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
・

ダ
イ
ヤ
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
企
画
政
策
課
、
山
武

出
張
所
、
巡
回
バ
ス
車
内
で
バ
ス

コ
ー
ス
図
と
時
刻
表
を
配
布
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

㈳東金法人会から防犯啓発看板

の寄贈

東京電力から防犯灯の寄贈

議
員
定
数
は
22
人
に

な
り
ま
し
た

　

山
武
市
議
会
で
は
、
議
会

改
革
に
取
り
組
む
中
で
、
議

員
定
数
を
現
在
の
24
名
か
ら

２
名
減
員
し
て
22
名
に
し
ま

し
た
。

　

こ
の
定
数
は
、
来
年
４
月

に
統
一
地
方
選
挙
と
し
て
予

定
さ
れ
て
い
る
一
般
選
挙
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
１
日
、
千
葉
県
教
育
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
家
庭
・
地
域
と
連

携
し
て
、
学
校
教
育
の
進
展
に
寄

与
し
た
功
績
か
ら
学
校
教
育
の
部

団
体
で
緑
海
小
学
校
が
受
賞
し
ま

し
た
。
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行政からの

お らせ知
information

成
東
地
区
　

▼
東
條　

惠
二
／
姫
島
・
昭
和
▼
今
関　

忠
／
根
蔵
・
宮
前
▼
伊
藤　

信
義
／
辺
田
一
・

辺
田
二
▼
伊
藤　

和
代
／
愛
宕
台
▼
篠
江　

修
／
富
士
見
台
▼
三
好　

留
美
子
／
上
町

西
・
上
町
東
・
下
町
一
・
下
町
二
▼
並
木　

三
喜
男
／
下
町
三
・
下
町
四
・
下
町
五
▼
小

川　

と
も
子
／
島
・
島
二
▼
三
橋　

和
彦
／
殿
台
▼
大
類　

英
之
／
ダ
イ
ヤ
パ
レ
ス
成
東

▼
佐
瀬　

弘
／
新
町
▼
小
川　

禮
子
／
東
町
一
・
東
町
二
▼
金
子　

謙
吉
／
東
町
三
・
東

町
四
▼
長
谷
井　

敬
子
／
津
辺
・
市
場
・
親
田
・
川
崎
▼
小
川　

百
合
子
／
和
田
・
和
田

東
▼
藤
田　

好
宏
／
板
附
・
湯
坂
▼
内
山　

初
枝
／
野
堀
・
嶋
戸
・
真
行
寺
・
新
泉
▼
水

巻　

貞
二
／
富
田
西
▼
緑
川　

栄
子
／
富
田
東
▼
長
谷
川　

博
信
／
寺
崎
・
早
船
南
▼
川

面　

貞
雄
／
早
船
北
・
柴
原
▼
布
施　

絹
代
／
原
横
地
・
富
田
幸
谷
▼
伊
藤　

芳
徳
／
上

里
▼
矢
部　

久
恵
／
小
柳
▼
今
井　

正
夫
／
寺
川
▼
渡
辺　

章
／
下
横
地
・
草
深
▼
布
留

川　

芳
子
／
五
木
田
一
・
五
木
田
二
▼
能
勢　

信
子
／
小
泉
・
富
口
十
一
▼
高
橋　

君
江

／
富
口
十
▼
藤
田　

ひ
ろ
み
／
白
幡
東
▼
加
藤　

千
恵
／
白
幡
西
▼
恩
田　

百
合
子
／
白

幡
西
・
白
幡
住
宅
▼
石
田　

敏
伸
／
白
幡
南
▼
太
田　

肇
／
白
幡
北
▼
成
川　

一
男
／
本

須
賀
岡
一
・
本
須
賀
岡
二
▼
唐
笠　

敏
美
／
白
幡
納
屋
・
本
須
賀
納
屋
（
北
川
岸
・
中
川

岸
）
▼
藤
代　

芳
子
／
本
須
賀
納
屋
（
東
南
川
岸
・
大
南
川
岸
）
▼
鈴
木　

法
子
／
木
戸

岡
・
木
戸
浜
▼
今
井　

純
江
／
小
松
岡
・
道
面
・
小
松
浜
▼
伊
藤　

政
敏
／
北
之
里
・
中
谷
・

宿
関
▼
高
橋　

潤
／
中
谷
之
下
岡
・
中
谷
之
下
浜
▼
荒
木　

操
／
宿
之
下
岡
・
宿
之
下
浜

▼
河
野　

大
治
／
六
区
（
相
台
・
瓜
花
・
荒
場
・
川
代
）
▼
鈴
木　

進
／
関
之
下
岡
・
関

之
下
浜
▼
今
関　

敬
子
／
井
之
内
岡
・
六
軒
家
・
諏
訪
台
▼
飯
島　

金
三
郎
／
井
之
内
浜

《
主
任
児
童
委
員
》
矢
光　

素
子
・
浅
野　

潤
子
・
日
野　

芳
子

▼
渡
邉　

賢
一
／
白
玉
▼
矢
越　

弘
子
／
洋
光
台
・
美
杉
野
▼
奥
秋　

朝
子
／
外
野
▼
蕨

　

健
吉
／
諸
木
内
・
浅
間
台
・
井
ノ
上
▼
石
渡　

葉
子
／
宿
・
坂
ノ
上
▼
馬
渡　

竜
彦
／

東
寺
ヶ
台
▼
高
木　

ち
づ
子
／
向
寺
ヶ
台
▼
横
山　

勝
／
戸
田
▼
伊
藤　

恵
美
子
／
麻
生

新
田
▼
伊
藤　

雅
敏
／
板
川
・
中
津
田
▼
榊
原　

靖
雄
／
板
中
新
田
▼
鈴
木　

茂
／
東
横

田
・
西
横
田
・
平
沢
▼
越
川　

忠
行
／
実
門
・
中
野
台
・
横
田
台
▼
佐
々
木　

昭
男
／
北

横
田
▼
大
山　

憲
子
／
東
沖
渡
・
北
沖
渡
・
横
田
緑
ヶ
丘
・
横
田
入
▼
林　

和
子
／
西
沖

山
武
地
区

▼
氏
名
／
担
当
地
区
（
敬
称
略
）

～
お
気
軽
に
相
談
を
～

｢
民
生
委
員
・
児
童
委
員｣

が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

12
月
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

任
期
は
、
12
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
11
月
30
日
の
３
年

間
で
す
。

｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員｣

は
厚
生
労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
ち
、

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
援
す

る
人
で
す
。

　
「
民
生
委
員
」

は｢

児
童
委
員｣

を
兼
ね
て
お
り
、

子
ど
も
に
関
す
る

支
援
活
動
を
行
う

委
員
も
い
ま
す
。
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渡
▼
山
之
口　

國
雄
／
下
辺
田
・
大
木
台
▼
加
藤　

清
子
／
大
口
・
横
掘
台
▼
伊
藤　

嘉

一
／
野
馬
木
戸
・
神
野
▼
平
山　

玲
子
／
細
田
・
松
崎
▼
吉
井　

正
道
／
岩
ノ
谷
・
花
見

谷
・
浅
間
脇
▼
尾
高　

幸
子
／
京
増
⑴
・
京
増
⑵
▼
宍
倉　

す
み
子
／
古
宿
・
さ
ぎ
山
台
・

木
原
新
田
・
蔵
持
・
合
名
・
天
ヶ
谷
・
中
台
▼
川
嶋　

信
治
／
宮
田
・
木
原
山
▼
西
本　

治
代
／
椎
崎
西
部
（
古
谷
・
東
・
西
・
大
椎
崎
）
▼
向
後　

裕
代
／
日
向
台
▼
及
川　

節

子
／
日
向
台
▼
迫
口　

德
子
／
椎
崎
東
部
（
弓
手
・
宿
・
菜
の
花
・
椎
崎
新
田
・
観
音
谷
）

▼
石
田　

清
／
矢
部
・
古
内
・
高
浪
▼
江
口　

沖
夫
／
金
ヶ
谷
・
日
向
学
園
台
▼
緇
荘　

利
幸
／
城
府
・
山
支
・
森
台
・
本
郷
▼
中
嶋　

久
雄
／
雨
坪
・
武
勝
・
下
布
田
・
植
草

《
主
任
児
童
委
員
》
小
川　

英
子
・
澤
野　

栄
男

▼
石
井　

憲
吾
／
山
室
・
引
越
▼
猿
田　

照
啓
／
谷
津
・
古
和
▼
戸
村　

幸
子
／
上
大
蔵
・

下
大
蔵
・
遠
久
田
▼
高
橋　

功
／
金
尾
・
小
川
▼
石
橋　

利
幸
／
蕪
木
▼
小
梛　

と
し
え

／
押
辺
・
新
堀
・
長
谷
・
第
四
▼
兼
子　

マ
キ
／
琴
平
▼
大
藤　

明
雄
／
八
重
田
・
生
子

宿
▼
小
梛　

真
一
／
猿
尾
▼
大
藤　

ゑ
い
子
／
五
反
田
Ａ
▼
花
澤　

千
枝
子
／
五
反
田
Ｂ

▼
小
川　

昭
／
祝
田
・
本
水
深
・
水
深
▼
小
野
崎　

春
子
／
田
越
・
大
堤
▼
花
澤　

政
芳

／
寿
町
▼
齊
藤　

澄
子
／
松
尾
・
富
士
見
台
▼
高
知
尾　

敬
子
／
広
根
・
下
野
▼
新
元　

一
郎
／
下
之
郷
・
折
戸
▼
小
川　

良
一
／
借
毛
本
郷
▼
飯
岡　

き
い
／
高
富
西
▼
井
部　

ミ
サ
ヲ
／
高
富
東
▼
秋
葉　

輝
代
／
本
柏
・
木
刀
▼
渡
邉　

伴
三
／
武
野
里

《
主
任
児
童
委
員
》
鈴
木　

喜
美
江
・
酒
井　

朝
美　

▼
善
塔　

雄
／
東
殿
下
・
北
殿
下
・
中
殿
下
▼
笹
川　

勝
男
／
西
殿
下
・
南
殿
下
▼
高
宮

　

義
夫
／
中
下
西
・
西
浜
▼
石
橋　

澄
枝
／
上
谷
・
殿
台
▼
秋
葉　

美
穂
子
／
南
浜
北
・

南
浜
南
▼
山
田　

賢
二
／
川
下
▼
小
川　

捷
二
／
中
根
▼
秋
葉　

俊
雄
／
中
下
南
・
中
下

北
・
中
下
中
・
中
下
新
田
▼
土
屋　

茂
樹
／
川
面
・
十
二
区
▼
橋
本　

藤
枝
／
南
九
区
▼

小
川　

一
成
／
西
岡
・
南
八
区
▼
土
屋　

美
智
枝
／
南
浜
中
・
平
区

《
主
任
児
童
委
員
》
伊
藤　

洋
子
・
高
宮　

孝
子

蓮
沼
地
区

松
尾
地
区

相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
ま
す

　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
受
け
た
相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
ま
す
。
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
１

活
動
の
目
的
は
？

　

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
た

り
、
住
民
が
尊
厳
を
も
っ
て
そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

社会調査
生活の実態や福
祉需要の把握に
努めます。

調　　整
必要なサービス
が受けられるよ
う調整・支援し
ます。

連絡通報
関係機関との間
に立って連絡役
を果たします。

相　　談
生活上のさまざ
まな相談に応じ
ます。

生活支援
快適な生活がで
きるよう生活支
援 活 動 を し ま
す。

情報提供
介護や福祉の制
度・サービスの
情報提供をしま
す。

意見具申
生活上の問題点
や改善策につい
て関係機関に意
見 を 提 起 し ま
す。

ケース .1

ケース .5 ケース .4

ケース .2

ケース .6

ケース .3

ケース .7

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

活
動
の
基
本

７
つ
の
は
た
ら
き７

Seven
Activity

問
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行政からの

お らせ知
information行政からの

お らせ知
information

平成21年度　 山武市人事行政の運営等の状況
　地方公務員法第 58 条の２の規定により、平成 21 年度における山武市人事行政の運営等の
状況を公表します。

第１　職員の任免及び職員数の状況
採用・退職者数について（平成21年度）

第２　職員の給与状況　         
1 一般行政職員の平均給与月額など           

第６　職員の研修及び勤務成績の評定状況
　職員の勤務能率の向上及び増進を目的に、千葉県自治研修セ
ンター、市町村アカデミーおよび山武郡市広域行政組合等にお
いて研修を実施。

採用者数（派遣含む）

退職者数（派遣含む）

人　数

17

33

第３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間の状況（平成22年4月1日現在）

開始時刻

8：30

終了時刻

17：30

休憩

12：00～ 13：00

研修場所 研修内容

平成２２年
４月１日現在

平均年齢（歳）

42.08

42.04

396,364

376,593

332,352

332,498

64,012

44,095

平均給与
月額（円） 給　料（円） 諸手当（円）

平成２１年
４月１日現在

２ 技能労務職員の平均給与月額など

２ 職員の懲戒処分の状況（平成21年度）　　　　　　　（件）

平成２２年
４月１日現在

平均年齢（歳）

55.02   

55.05   

265,989

263,724

256,191

257,235

9,798

6,489

平均給与
月額（円） 給　料（円） 諸手当（円）

平成２１年
４月１日現在

※8：30～17：15と8：45～17：30のシフト勤務制

第４　職員の分限及び懲戒処分の状況
１ 職員の分限処分の状況（平成21年度）　　　　　　　（件）

降任

0

免職

0

休職

2

降給

0

戒告

2

男性職員

女性職員

０

23

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業取得者数

0

0

0

1

減給

1

停職

0

免職

0

２ 不利益処分に関する不服申立て（平成21年度） 　　　（件）

第８　公平委員会における業務の状況
１ 勤務条件に関する措置の要求（平成21年度）　　　　 （件）

措置要求件数

0

措置の要求内容

─

不服申立て件数

0

不服申立ての内容

─

２ 公務災害補償（平成21年度実績）　　　　　　　　    （件） 

第７　職員の福祉及び利益の保護の状況
１ 福利厚生（平成21年度実績）　　　　　　　　　　　（人）    

種　　　類

結 　 核 　 検 　 診

生活習慣病予防検査

職員厚生会補助金

内　　　　　容

胸部X線撮影

2,259 千円

加入団体名

地方公務員災害補償基金等

対象件数

1

受益者数

301

304

502

内　　　　容

通勤中の交通事故第５　職員の服務の状況
１ 年次休暇の状況（平成21年）

平均使用日数（日）

10.5

消　化　率（％）

26.5

２ 育児休業及び部分休業の状況（平成21年度）

問 総務課職員係　☎（80）1117

問診、血圧、血液、尿、心電図検査等
（人間ドック受診者除く）

管理者研修、課長研修

千葉県
自治研修
センター

市町村
アカデミー

山武郡市
広域行政組合

市役所内研修

合同講演会

市役所内
講演会

法制実務研修、人事管理研修、簿記研修
財務事務研修、契約事務研修、税務事務研修
市町村民税研修、固定資産税 ( 土地 ) 研修
滞納整理事務研修、滞納整理事務（上級）研修
滞納整理マネジメント研修、債権管理・回収研修
行政広報研修、戸籍事務研修、用地事務研修

政策形成基礎研修、問題解決能力向上研修
環境行政研修、住民協働推進研修
財政政策研修
折衝・交渉能力向上研修
女性職員パワーアップ研修
政策法務超入門講座
住民と行政の協働～市民参加型社会に向けて～
財政運営～変革期の自治体財政運営～
財務会計～実践公会計改革～、住民税課税事務
新型インフルエンザ対策セミナー

タイムマネジメント研修

資本主義から離脱のデザイン
森は海の恋人～リアスの海辺から～

新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員基礎研修
中級職員応用研修、中堅職員応用研修、管理職研修
プレゼンテーション研修、クレーム対応話し方研修
メンタルヘルスセミナー、公務員倫理セミナー

｢ITの利活用による行政経営（運営）｣､｢メンタルヘルス｣
｢～住民を守り未来をつくる～これからの自治体と職員の力｣
｢ANAグループのCSRについて｣
｢山武市と山武杉とのかかわり～これからの環境工学のあり方～｣
｢自治体のこれからのあり方｣､｢まちの宝を磨く｣
｢①組織文化の形成と定着②千葉の内なる国際化
　　　　　　　　　－地域発の経済・文化革命とは－｣
｢変化への対応｣､｢これからの組織と求められる人材｣     
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小
学
校
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
へ

平
成
23
年
度

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
受
付

お
よ
び
事
前
説
明
会

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・
補
助
員
募
集

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
は
、
11

月
30
日
で
有
効
期
間
が
切
れ
ま
し
た
。

12
月
１
日
か
ら
は
、「
子
ど
も
医
療
費

助
成
受
給
券
」
と
な
り
11
月
末
に
発
送

し
た
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
、
必

ず
健
康
保
険
証
と
子
ど
も
医
療
費
助
成

受
給
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
時
に
登
録
し
た
内
容
（
保
護
者

や
子
ど
も
の
氏
名
・
住
所
・
健
康
保
険

証
な
ど
）
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
お

近
く
の
保
健
福
祉
窓
口
で
変
更
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
、
受
給
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

《
自
己
負
担
金
の
改
正
》

自
己
負
担
金
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま

し
た
。

【
通
院
】
１
回
に
つ
き
３
０
０
円　

【
入
院
】
１
日
に
つ
き
３
０
０
円　

【
保
険
調
剤
】
無
料

※
保
護
者
が
市
民
税
所
得
割
を
課
税
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
無
料

　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係　

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
６

　

来
年
４
月
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
に
入
所

を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
受
付
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

　

現
在
利
用
中
で
、
継
続
し
て
希
望
す

る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
名

　

�

成
東
学
童
ク
ラ
ブ
／
大
富
学
童
ク
ラ

ブ
／
南
郷
学
童
ク
ラ
ブ
／
鳴
浜
学
童

ク
ラ
ブ
／
緑
海
学
童
ク
ラ
ブ
／
日
向

学
童
ク
ラ
ブ
／
睦
岡
学
童
ク
ラ
ブ
／

山
武
西
学
童
ク
ラ
ブ
／
山
武
北
学
童

ク
ラ
ブ
／
蓮
沼
学
童
ク
ラ
ブ
／
松
尾

学
童
ク
ラ
ブ
／
大
平
学
童
ク
ラ
ブ
／

豊
岡
学
童
ク
ラ
ブ

※
各
学
童
ク
ラ
ブ
ご
と
に
定
員
が
あ
り

ま
す
。

※
23
年
度
か
ら
緑
海
学
童
ク
ラ
ブ
を
通

年
で
開
設
す
る
予
定
で
す
。

対
象
児
童

　

�

市
内
の
小
学
校
に
就
学
す
る
１
～
３

年
生
で
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
従

事
し
て
い
る
た
め
、
放
課
後
に
保
護

を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

　

利
用
希
望
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

日　

程

12
月
14
日
㈫　

午
後
６
時
半
～　

　

蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
小
体
育
館

12
月
15
日
㈬　

午
後
６
時
半
～　

　

�

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
視
聴

覚
室

12
月
16
日
㈭　

午
後
６
時
半
～

　

さ
ん
ぶ
の
森
中
央
会
館
視
聴
覚
室

12
月
17
日
㈮　

午
後
６
時
半
～　
　

�
　

�
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目

的
室

※
説
明
会
時
は
託
児
所
を
開
設
し
ま

す
。
参
加
場
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

雇�

用
期
間　

採
用
日
か
ら
原
則
と
し
て

１
年
間

勤�

務
時
間　

授
業
終
了
時
の
30
分
前
～

午
後
６
時
半
（
土
曜
日
は
午
前
８
時

～
午
後
６
時
半
）

勤
務
場
所　

市
内
学
童
ク
ラ
ブ

募
集
人
数　

 

・
指
導
員　

若
干
名

　

�（
児
童
福
祉
に
興
味
が
あ
り
、
保
育

士
や
教
員
の
資
格
が
あ
る
方
）

 

・
補
助
員　

若
干
名

　

�（
20
歳
以
上
で
児
童
福
祉
に
興
味
の

あ
る
方
）

報�

酬　

指
導
員　

時
給
９
５
０
円

　
　
　

補
助
員　

時
給
８
７
５
円

勤�

務
日
数　

シ
フ
ト
に
よ
り
決
定

　
（
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
６

問

問

申
込
期
間

　

�

12
月
20
日
㈪
～
平
成
23
年
１
月
14
日

㈮
必
要
書
類

　

�

利
用
申
請
書
・
勤
務
証
明
書
（
就
労

し
て
い
る
方
全
て
）・
家
族
状
況
調

査
票

必
要
書
類
の
備
え
付
け
・
提
出
場
所

　

子
育
て
支
援
課
、
各
学
童
ク
ラ
ブ

※
必
要
書
類
が
全
て
提
出
で
き
な
い
方

は
、
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
６

事
前
説
明
会

入
所
受
付
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行政からの

お らせ知
information

10

行政からの

お らせ知
information

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
な
ど
の

案
内
を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す

固
定
資
産
の
現
況
把
握
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
が
納
め
忘
れ
の
方
な
ど
に
電
話
・

手
紙
・
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
る
案
内
や

保
険
料
の
免
除
申
請
手
続
き
の
ご
案
内

な
ど
の
収
納
業
務
を
、
民
間
委
託
（
市

場
化
テ
ス
ト
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
事
業
者
に
は
、
納
付
督
促
に
必

要
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者

情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
が
、「
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
な
ど

で
、
厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
が
保
険
料
を
預

か
る
際
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し

た
証
明
書
を
提
示
し
、
保
険
料
の
納
付

書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限
り
、
預
か
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
、
保

険
料
を
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
者
名　

㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト　

　
　

☎
０
１
２
０
（
９
２
７
）
８
６
６

　
　

千
葉
年
金
事
務
所　

　
　

☎
０
４
３
（
２
４
２
）
６
３
２
８

　
　

日
本
年
金
機
構

　
　

�H
P

　

h
ttp

://w
w

w
.n

en
kin

.
go.jp/

　

家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
、
ま
た

は
地
目
変
更
の
登
記
を
行
わ
ず
土
地
の

使
い
方
を
変
更
し
た
場
合
は
課
税
課
ま

で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日（
賦

課
期
日
）
に
土
地
・
家
屋
及
び
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
把
握
漏
れ
に
よ
る
課

税
誤
り
を
防
ぐ
た
め
、
固
定
資
産
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
特
に
登
記
し
て
い
な
い
家
屋

を
取
り
壊
し
た
方
、
滅
失
登
記
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
必
ず
課
税
課
資
産
税

係
に
「
家
屋
取
壊
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
家
屋
取
壊
届
は
、
資
産
税
係

窓
口
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　

課
税
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
８
２

問

問

問

問

　

相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
か
か
る
生
命

（
損
害
）
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金

の
税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更

　

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生

命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
係

る
年
金
の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
現
行
の
定
期

予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
１
期
（
３
回
）

　

�

初
回
接
種
（
２
回
）

　

�

生
後
６
か
月
以
上
90
か
月
未
満

　
（
標
準
的
な
接
種
年
齢　

３
歳
）

　

�

追
加
接
種
（
１
回
）

　

�

初
回
接
種
後
お
お
む
ね
１
年
後

　
（
標
準
的
な
接
種
年
齢　

４
歳
）

第
２
期
（
１
回
）

　

�

９
歳
以
上
13
歳
未
満

　
（
標
準
的
な
接
種
年
齢　

９
歳
）

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
乾
燥
細
胞
培

養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
21
年

６
月
２
日
か
ら
第
１
期
の
定
期
予
防
接

種
に
使
用
可
能
な
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
８
月
27
日
の
省
令

改
正
に
よ
り
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
に
よ
り
第
１
期
の
３
回
が
完
了
し
て

い
な
い
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
残
り

の
回
数
を
第
１
期
ま
た
は
第
２
期
の
年

齢
で
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
次
の
と
お
り
予
防
接
種
を
行

い
ま
す
。

　
　

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
８
４

3 歳（積極的に接種しましょう） 松尾 IT 保健福祉センター（健康支
援課窓口）に母子健康手帳持参の
うえ、申請してください。4 歳～ 7 歳 6 か月未満

小学校 5・6 年生
学校及び保健センターでの集団接種
を予定しています。
後日、学校を通じてお知らせします。

中学 1 年生 
（H23.3.31 までの期間で 13 歳未
満のお子さん）

健康支援課母子保健係にお問合せ
ください。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w

.nta.go.jp

】

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

東
金
税
務
署　
　

☎
（52）
３
１
２
１

自
動
音
声
の
案
内
に
従
い
、「
０
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

な
ど
設
置
し
た
人
に
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
額
は
、
堆
肥
化
装
置
の
購

入
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１
と
し
、

１
基
に
つ
き
２
０
，
０
０
０
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
１

世
帯
あ
た
り
１
基
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

な
ど
は
、
１
世
帯
あ
た
り
２
基
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

以
前
に
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

か
ら
３
年
が
経
過
し
、
新
し
い
生
ご
み

処
理
機
を
新
規
購
入
す
る
場
合
、
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
６
１

問

資
源
回
収
運
動
で
奨
励
金
を
交
付

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

ご
存
知
で
す
か
？
　
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金

問

　

市
で
は
、
紙
や
カ
ン
類
な
ど
の
再
資

源
物
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
回
収
運

動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
（
自
治
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
供
会
・
そ
の
他
団
体
）
に

対
し
て
回
収
量
に
応
じ
た
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
奨
励
金
の
交
付
を
受

け
る
に
は
、
事
前
に
市
へ
の
団
体
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
６
１

　

家
庭
犬
と
し
て
必
要
な
し
つ
け
を
、

実
演
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
、
犬
に
興
味
の

あ
る
方
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

12
月
15
日
㈬　

　

�

午
後
１
時
半
～
４
時
ま
で
（
午
後
１

時
～
受
付
）

場�　

所　

成
東
総
合
運
動
公
園

　
（
山
武
市
五
木
田
３
２
４
１
）

内�　

容　

犬
の
訓
練
士
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
犬
に
よ
る
実
演
講
習

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

※
犬
を
連
れ
て
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
６
１

申  

・  

問

優
良
苗
木
、椎
茸
種
駒
を
斡
旋

問

　

千
葉
県
森
林
組
合
北
総
支
所
で
は
、

椎
茸
原
木
、
優
良
苗
木
・
種
駒
な
ど
の

斡
旋
を
し
て
い
ま
す
。
購
入
希
望
の
方

は
、
森
林
組
合
北
総
支
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申�

込
期
限　

平
成
23
年
１
月
14
日
㈮　

（
椎
茸
原
木
）、
２
月
28
日
㈪
（
優
良

苗
木
・
種
駒
）

引�

渡
方
法　

直
接
千
葉
県
森
林
組
合
北

総
支
所
で
受
取
り
（
苗
木
50
本
以
上

の
注
文
は
、
後
日
宅
配
便
で
自
宅
に

配
送
）

単�　

価　

椎
茸
原
木　

３
１
０
円
（
税

込
）

　
　
　
　

千
葉
県
森
林
組
合
北
総
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
９
４
７
４

　

県
で
は
、
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒

音
対
策
特
別
措
置
法
の
規
程
に
基
づ

き
、「
航
空
機
騒
音
対
策
基
本
方
針
」
の

変
更
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

日�　

時　

12
月
10
日
㈮
～
12
月
24
日
㈮

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

場�　

所　

企
画
政
策
課
空
港
対
策
室
、

県
空
港
地
域
振
興
課
（
県
庁
本
庁
舎

10
階
）

意
見
書
の
提
出　

　

�

こ
の
変
更
案
に
ご
意
見
の
あ
る
方

は
、
12
月
10
日
㈮
～
１
月
６
日
㈭
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
提
出
方
法
な
ど
は
縦
覧
場
所

に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。）

　
　

空
港
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
７
１
１
５

　
　

県
空
港
地
域
振
興
課

　
　

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
２
８
０

航
空
機
騒
音
対
策
基
本
方

針
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

樹　種 スギ（実生） ヒノキ クロマツ ナラ クヌギ

苗　齢 ２年生 ３年生 ２年生 ３年生 ２年生 ３年生 ２年生 ２年生

単価（税込） ９５円 137円 100円 137円 74円 84円 168円 168円

椎茸種駒
（千個入）

なめこ種駒
（千個入）

ひらたけ種駒
（千個入）

なめこオガ菌
900cc（１ビン）

ひらたけオガ菌
900cc（１ビン）

専用きり
1 本

2,887 円 2,887 円 2,887 円 840 円 840 円 700 円

苗　木

種　菌

申  

・  

問
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行政からの

お らせ知
information

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
に

限
ら
ず
、
事
業
を
展
開
す
る
に
は
資
金

集
め
に
苦
労
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。

　

地
域
内
の
資
金
循
環
を
促
す
に
は
、

地
元
の
金
融
機
関
に
期
待
が
大
き
く
か

か
り
ま
す
が
、
地
域
通
貨
な
ど
自
分
た

ち
で
つ
く
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
交
換
シ

ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
地
域
の
顔
が
見
え
る
関
係
の
中
で

相
互
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
寄
付
金
や
助
成
金
の
利
用

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
収
益
部
分
を
い
か

に
膨
ら
ま
せ
、
社
会
性
・
公
益
性
の
高

い
事
業
へ
拡
大
し
て
い
く
か
が
、
今
後

の
取
り
組
み
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
私

募
債
の
発
行
や
、
志
に
賛
同
す
る
人
た

ち
か
ら
会
費
を
徴
収
し
て
運
営
し
て
い

る
事
業
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
志
を

同
じ
く
す
る
人
、
支
援
す
る
人
な
ど
地

域
力
を
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
参
考　
「
み
ん
な
が
主
役
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
細
内
信
孝
編
著
】

　
　

市
民
自
治
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
０
１
５
１

●
新
月
伐
採
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

～
サ
ン
ブ
ス
ギ
の
新
月
伐
採
～

内�　

容　

サ
ン
ブ
ス
ギ
の
伐
採
の
実

習
・
見
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
雨

天
時
内
容
に
変
更
あ
り
）

日�　

時　

12
月
４
日
㈯
午
後
１
時
～
５

時
（
雨
天
の
場
合
は
午
後
１
時
～
３

時
）

場�　

所　

早
船
の
里
山
（「
早
船
館
（
早

船
１
４
８
６
番
地
）」
裏
）、
成
東
文

化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

参�
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
、
保
険

料
他
）　　
　

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
月
の
木
国
際
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
５
７
６
９　

増
田

●
双
子
座
流
星
群
観
察
会

日�　

時　

12
月
11
日
㈯
日
没
後
、
時
刻

未
定

場�　

所　

エ
コ
パ
ー
ク
大
網
白
里
子

ど
も
村
（
大
網
白
里
町
清
名
幸
谷

２
０
８
０
─
１
）

　

�　

大
網
白
里
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会

　
　
　
　
　
　

☎
（72）
３
５
０
５　

丸
田

　

�

大
網
白
里
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　
　

☎
（72）
８
２
７
８　

鵜
澤

●
ゆ
か
い
く
ん
ま
つ
り

内�　

容　

地
球
温
暖
化
防
止
を
目
指

し
、
家
庭
の
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油

を
持
っ
て
き
た
方
に
「（
漏
斗
）
じ
ょ

う
ご
」
を
配
付
し
ま
す
。

日�　

時　

12
月
12
日
㈰　

午
前
11
時
～

午
後
６
時

場�　

所　

主
婦
の
店　

大
網
店
（
大
網

白
里
町
み
ず
ほ
台
２
丁
目
１
─
１
）

　
　

農
業
を
楽
し
む
会　

　

☎
０
９
０
（
９
３
４
１
）
３
７
２
５

　

大
野

問

12
月
１
日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
日

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
活
動
団

体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む
）
や
地
域
が
提
案

し
た
、
自
主
的
、
主
体
的
な
公
益
事
業

や
協
働
事
業
で
、
市
民
の
視
点
を
通
し

て
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と

認
め
ら
れ
た
団
体
に
対
し
、
事
業
に
係

る
経
費
の
一
部
ま
た
は
、
全
部
を
補
助

金
と
し
て
交
付
す
る
制
度
で
す
。

※
応
募
期
間
は
11
月
23
日
～
12
月
24
日

必
着
。
直
接
持
参
願
い
ま
す
。

※
事
業
の
概
要
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
市
民

自
治
支
援
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
自
治
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
０
１
５
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ラ
ム
⑦

事
業
や
組
織
が

　
　
続
く
た
め
に
は
…
①

Ｅ
Ｃ
Ｏ
ひ
い
き

ニ
ュ
ー
ス

Ｅ
Ｃ
Ｏ
ひ
い
き

ニ
ュ
ー
ス

Ｅ
Ｃ
Ｏ
ひ
い
き

ニ
ュ
ー
ス

地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
・
山
武
郡
市

問

問

問

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
を
行
う
民

間
の
非
営
利
団
体
が
法
人
格
を
取
得
で

き
る
手
続
き
な
ど
を
定
め
た
、
特
定
非

営
利
活
動
促
進
法
が
平
成
10
年
３
月
19

日
に
成
立
し
、
同
年
12
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
12

月
１
日
を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
日
」
と
し
、
ち

ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
月
間
（
11
月
23
日
㈷
～
12
月

23
日
㈷
）
と
あ
わ
せ
、
県
内
各
地
域
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
写
真
展
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
に
は
ど
ん
な
団
体
が
あ

る
の
か
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の

か
、
こ
の
機
会
に
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

詳
し
く
は
→
千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報

ネ
ッ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.ch

ib
a-n

p
o

.jp
/

gekkann/index.htm
l

）

問

〔訂正〕

　広報さんむ１１月号の３

頁施設案内図中、山武出張

所の説明に一部誤りがあり

ましたので訂正します。

訂正前　地質調査

訂正後　土木課地籍調査係

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
提
案
団
体
を
追
加
募
集

平
成
23
年
度
事
業
実
施
分
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問

市
民
カ
レ
ッ
ジ
公
開
講
座

家
庭
教
育
学
級
講
演
会

房
総
の
郷
土
芸
能 

２
０
１
０

第
62
回
人
権
週
間

申  

・  

問

「
形
に
は
ま
ら
ず
、
楽
し
く
聞
け
て
分

か
り
や
す
い
！
」

　

人
間
分
析
学
イ
チ
ロ
ウ
式
３
Ｄ
イ
ン

サ
イ
ト
で
テ
レ
ビ
・
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

も
話
題
の
宮
内
一
郎
氏
を
講
師
に
迎

え
、
市
民
カ
レ
ッ
ジ
講
座
を
開
講
し
ま

す
。
講
義
は
単
位
ご
と
に
受
講
で
き
ま

す
の
で
興
味
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
気

軽
に
学
ん
で
み
て
は
？

日
程
・
内
容　

講�　

師　

宮
内　

一
郎
氏
（
メ
ン
タ
ル

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
（
心
療
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
））

対�　

象　

18
歳
以
上
の
山
武
市
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方

定　

員　

50
人（
講
義
単
位
別
・
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申�

込
期
間　

12
月
１
日
㈬
～
12
月
17
日

㈮　
　
　
　

　
　
　
　

生
涯
学
習
課

　
　

☎
（80）
１
４
５
１　
　

（80）
１
４
０
０

※
好
き
な
カ
レ
ッ
ジ
を
１
回
で
も
複
数

回
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
へ
、
良
い
親
子

関
係
を
築
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
普

段
の
子
育
て
で
気
を
つ
け
る
こ
と
な
ど

を
伝
え
ま
す
。

日�　

時　

平
成
23
年
１
月
13
日
㈭　

午

前
10
時
～
11
時
半

場�　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル

演�　

題　
「
子
ど
も
の
し
つ
け
と
親
子

関
係
の
と
り
方
」

講�　

師　

日
下　

弘
美 

氏
（
千
葉
県

虐
待
対
応
専
門
委
員
）

※
託
児
あ
り

　
　

生
涯
学
習
課　
　

☎
（80）
１
４
５
６

　

12
月
11
日
㈯
、
房
総
の
郷
土
芸
能
実

行
委
員
会
主
催
「
房
総
の
郷
土
芸
能　

２
０
１
０
」
が
、
東
金
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

午前の部（10 時半～正午）・午後の部（１時半～３時）成東文化会館のぎくプラザ（視聴覚室）

12/21
㈫

午前 第１カレッジ 『人づきあいが楽になる方法』 ３つのデータで性格が解る！

午後 第２カレッジ 『第二の人生を楽しく過ごす』 退職後だからこそ、人生を楽しむ！

12/22
㈬

午前 第３カレッジ 『プロの親ゼミ』① ０歳から始める子育て！

午後 第４カレッジ 『プロの親ゼミ』② 家庭学習で学力がグングン上がる！

12/23
㈷

午前 第５カレッジ 『職場のメンタルヘルス』 職場の人間関係が楽になる！

午後 第６カレッジ 『営業スキルアップゼミ』 ３つのデータで顧客の心理を分析する！

12/25
㈯

午前 第７カレッジ 『サービス業スキルゼミ』 サービス業のセンスが輝き自信が湧く！

午後 第８カレッジ 『完全結婚方程式』 無離婚結婚・無崩壊家族の作り方？！

　

本
年
度
は
山
武
郡
市
が
担
当
と
な

り
、
東
金
市
、
山
武
市
、
大
網
白
里
町
、

九
十
九
里
町
、
芝
山
町
か
ら
各
保
存
会

が
出
演
し
ま
す
。

　

山
武
市
か
ら
は
、
白
幡
八
幡
神
社
伝

承
文
化
保
存
会
に
よ
る「
お
龍
頭
の
舞
」

と
本
柏
神
楽
保
存
会
か
ら
稲
荷
神
社
の

神
楽
を
披
露
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
友
達
な
ど
お
誘
い
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

日　

時　

12
月
11
日
㈯

　

開
演　

正
午
・
終
演　

午
後
５
時

場　

所　

東
金
文
化
会
館

　

�　

千
葉
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
文
化

財
課　

　
　

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
４
０
８
２

　

～
１
年
で
一
番
大
切
な

　
　
　
　

１
週
間
か
も
し
れ
な
い
～

　

人
間
は
、
誰
で
も｢

幸
福
な
生
活
を

送
る
権
利｣

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
人
間
が

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
権
利
で
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、

人
権
尊
重
の
理
念
に
関
す
る
国
民
相
互

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
全
国
で
講
演

会
や
映
画
会
、
特
設
人
権
相
談
所
の
開

設
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
り
、
子
供
の
い
じ
め
問

題
や
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
次
の
法
務
局
へ
遠
慮
な
く
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

〒
２
６
０
─
８
５
１
８

千
葉
市
中
央
区
中
央
港
１
─
11
─
３

●�

千
葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
（
常

駐
人
権
相
談
）

　
　

☎
０
４
３
（
３
０
２
）
１
３
２
０

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

問
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行政からの

お らせ知
information

問

交
通
災
害
共
済
は
随
時
加
入
が
で
き
ま
す

交
通
事
故
相
談
所
を
開
設

　

交
通
事
故
に
遭
遇
し
、
お
困
り
の
方

の
た
め
に
、
県
で
は
専
任
相
談
員
と
顧

問
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
か
ら
な
る
交

通
事
故
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
42
市
町
村
に
お
い
て
も

巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

●
山
武
市
交
通
事
故
巡
回
相
談

日�　

時　

平
成
23
年
１
月
27
日
㈭
、
３

月
24
日
㈭

　

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で
（
受
付

午
後
２
時
半
ま
で
）

場　

所　

山
武
市
役
所

●
千
葉
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
所
本
所　

〒
２
６
０
─
８
６
６
７　

千
葉
市
中
央

区
市
場
町
１
─
１（
県
庁
本
庁
舎
２
階
）

　
　

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
２
６
４

受�

付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
付
午
後
４
時
半
ま
で
）

　
（
土･

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相�
談
内
容　

損
害
賠
償
関
係
、
示
談
の

進
め
方
、
自
賠
責
保
険
請
求
の
仕
方

な
ど

　
　

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
７
１

　

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、

利
益
を
目
的
と
し
な
い
住
民
相
互
の
共

済
制
度
で
、
公
共
団
体
が
運
営
し
て
い

る
安
心
、
有
利
な
制
度
で
す
。
交
通
事

故
に
遭
っ
た
場
合
、
２
万
円
か
ら
最
高

１
５
０
万
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

《
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
を
実
施

　
　
　
　
　

12
月
10
日
～
１
月
３
日
》

　

警
戒
取
締
り
中
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

交
通
取
締
り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
っ
た
く
り
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
】

 

・�

バ
ッ
グ
は
車
道
と
反
対
側
に
持
ち
ま

し
ょ
う

 

・�

自
転
車
の
カ
ゴ
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト
を

付
け
ま
し
ょ
う

 

・�

人
前
で
財
布
を
見
せ
る
こ
と
は
避
け

ま
し
ょ
う

【
空
き
巣
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
】

 

・�

留
守
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

 

・�

地
域
の
協
力
で
犯
罪
を
無
く
し
ま

し
ょ
う

 

・�

補
助
錠
や
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
る
防
犯

フ
ィ
ル
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

防
犯
性
能
の
高
い
建
築
部
品
に
つ
い

て
は
、
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

※
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ポ
リ
ス
ネ
ッ

ト
千
葉
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら
へ
！

http://w
w

w
.police.pref.chiba.jp

  

（
安
全
な
暮
ら
し
→
犯
罪
抑
止
推
進

室
→
空
き
巣
に
注
意
→
空
き
巣
→
防
犯

性
能
の
高
い
建
物
部
品
に
つ
い
て
）

●
共
済
期
間
と
年
会
費

●
共
済
期
間
と
年
会
費

申

込

日
12
月
１
日
以
降
に
加
入

す
る
方

共
済
期
間
加
入
申
し
込
み
さ
れ
た
日

の
翌
日
か
ら

平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で

会
費（
一
人)

５
０
０
円
か
ら
１
０
０
円

ま
で
の
範
囲
（
加
入
月
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

死
亡
見
舞
金
１
５
０
万
円

傷
害
見
舞
金
入
院
・
通
院
実
日
数
に

よ
り
２
万
円
～
50
万
円

身
障
見
舞
金

（
１
級
又
は

２
級
）

傷
害
見
舞
金
の
ほ
か

50
万
円

交
通
遺
児

見

舞

金
遺
児
１
人
に
つ
き
10
万
円

　

加
入
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
市
民

課
ま
た
は
各
出
張
所
で
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
交
通
災
害
見
舞
金
の
支
給
対
象
は
、

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
よ
る
人

身
事
故
で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
が
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明
書
が

必
要
で
す
。

　

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
時
は
、
直
ち

に
警
察
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
を
怠
る
と
、
交
通
事
故
証
明
書
が
発

行
さ
れ
ず
、
当
該
証
明
書
が
取
得
で
き

な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
交
通
災

害
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
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参

加

者

募

集

結

果

報

告

■�
第
３
回
山
武
市
小
学
生
サ
ッ

カ
ー
大
会

　

山
武
市
内
の
小
学
生
対
象
と

し
た
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

組
合
せ
会
議

日�　

時　

12
月
11
日
㈯　

午
後

７
時
～

会�　

場　

成
東
総
合
運
動
公
園

管
理
棟
内　

会
議
室

大　

会

日　

時　

12
月
26
日
㈰

場�　

所　

成
東
総
合
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場

参
加
費　

５
，
０
０
０
円　

参�

加
規
定　

①
小
学
６
年
生
以

下
②
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入

競
技
規
定　

８
人
制

　
　

事
務
局　

向
山
容
子　

☎
０
９
０（
６
０
１
９
）９
２
９
８

■�

第
４
回
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋

季
大
会

　

10
月
17
、
24
日
に
さ
ん
ぶ
の

森
野
球
場
他
で
第
４
回
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。秋
晴
れ
の
空
の
下
、

大
差
の
コ
ー
ル
ド
あ
り
、
逆
転

サ
ヨ
ナ
ラ
あ
り
の
見
ご
た
え
の

あ
る
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。　

　

決
勝
戦
は
、
春
季
大
会
初
優

勝
し
た
美
杉
野
チ
ー
ム
が
圧
倒

的
な
強
さ
を
発
揮
し
、
第
３
回

に
続
き
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

大
会
結
果

優　

勝　

美
杉
野

準
優
勝　

木
原
南
部

第
３
位　

横
堀
台
・
タ
ヌ
キ
ッ
ズ

Ｍ
Ｖ
Ｐ　

大
兼
美
恵
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
杉
野
）

■�

蓮
沼
支
部
体
育
事
業
実
行
委

員
会
秋
の
２
事
業
を
開
催
！

　

10
月
24
日
に
地
区
高
齢
者
軽

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
10
月
31
日
に

地
区
対
抗
バ
レ
―
ボ
ー
ル
大
会

が
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は

今
年
が
３
回
目
で
、
60
歳
以
上

の
高
齢
者
１
３
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
地
区
ご
と
に
編
成
さ

れ
た
11
チ
―
ム
が
６
種
目
の
競

技
で
対
戦
、
馴
染
み
の
面
々
に

よ
る
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

大
会
結
果

優　

勝　

九
重
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

矢
指
ク
ラ
ブ

第
３
位　

中
根
ク
ラ
ブ

問

元気館各教室募集 申  ・  問 さんぶの森元気館　☎（80）9300

■冬季子供水泳教室
　さんぶの森元気館の「健康づ
くり支援センター・子育て支援」
として子ども向けプログラムを
実施します。
日　時　�12月20日㈪～22日㈬

３日間　　　
　　　　午後４時半～５時半
　　　　（体操含む）
定　員　20 人
対　象　小学１年～６年
参加費　2,000 円
※別途施設利用料１回 400 円
または回数券もしくは定期券を
購入頂きます。

■コース型運動教室
　初めての人、運動初心者大歓迎！安全安心の運動教室です。

教室名 日　　　程 時　　　間 定　員 参加費（３ヶ月）

はじめてフラダンス
1 月 13 日㈭～
毎週木曜日（全 10 回） 19：30 ～　60 分 25 人 10,000 円

ウクレレの曲に合わせ全身を使って踊るハワイ伝統舞踊です。

（新）
ピラティス

1 月 11 日㈫～
毎週火曜日（全 10 回） 19：30 ～　60 分 20 人 10,000 円

腹筋深部を使いウエストの引締めや背骨の引き伸ばしにより関節や背骨の
柔軟性が高まり、腰痛や肩こりを緩和します。

成人水泳教室
1 月 17 日㈪～
毎週月曜日（全 10 回） 11：30 ～　60 分 10 人 8,000 円

泳げない方も安心。水中ならではの楽しさと効果を実感

はじめてヨガ
1 月 17 日㈪～
毎週月曜日（全 10 回） 12：15 ～　60 分 20 人 10,000 円

今人気の「ヨガ」をはじめてみたい方にお勧めです。

自力整体教室
1 月 20 日㈭～
毎週木曜日（全 10 回） 14：15 ～　60 分 25 人 10,000 円

自分の体重を利用して体をほぐし、骨格を整えていきます。

ズンバ
（ラテンダンス）

1 月 12 日㈬～
毎週水曜日（全 10 回）
ラテン系の音楽とダンスを融合させたプログラム。コア（体幹）とウエストに効く

20：15 ～　60 分 20 人 10,000 円

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
今
年

で
５
回
目
（
通
算
40
回
目
）
の

開
催
で
、
11
チ
ー
ム
が
参
加
し

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
３
連
覇
中
の
川
下
区
が
初

戦
で
敗
退
す
る
中
、
決
勝
に
進

ん
だ
の
は
女
性
陣
の
頑
張
り
が

光
る
中
下
区
と
強
力
常
連
選
手

に
新
戦
力
が
加
わ
っ
た
古
豪
殿

台
区
。

　

先
行
し
た
の
は
殿
台
で
し
た

が
、
今
日
４
試
合
目
で
疲
れ
が

見
え
た
所
を
中
下
が
逃
さ
ず
に

攻
め
逆
転
で
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

大
会
結
果

優　

勝　

中
下
区

準
優
勝　

殿
台
区

第
３
位　

殿
下
区
・
十
二
区
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　石井義一校長を団長とする韓国半月初等学校訪問団 27 人（鳴浜小学校児童 10 人、保護者・PTA 関係者９人、
教職員３人、金田教育長、山武国際交流協会関係者４人）は、11 月５日から２泊３日で、韓国の安山市にある
半月初等学校を訪問しました。この交流事業を通して、ナボン祭、ホストファミリーとの歓迎レセプション、ホー
ムスティ、半月初等学校の児童らと韓国の文化や習慣に触れ、多くの貴重な体験をするとともに、たくさんの
友だちができました。

日韓姉妹校締結 20 周年記念  鳴浜小学校韓国訪問日韓姉妹校締結 20 周年記念  鳴浜小学校韓国訪問

日韓姉妹校締結２０周年記念 半月初等学校訪問日韓姉妹校締結２０周年記念 半月初等学校訪問

鳴浜小学校・半月初等学校（韓国）交流事業　11月５日～７日鳴浜小学校・半月初等学校（韓国）交流事業　11月５日～７日

半月初等学校ナボン祭で ｢キッズソーラン｣ を元気に発表す
る鳴浜小学校の児童たち

日韓姉妹校締結 20周年記念品を贈呈

半月初等学校を訪問しました

半月初等学校の児童と一緒に ホームスティ先ではみんなが歓迎してくれました
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蓮
沼
中
学
校
耐
震
補
強
等

工
事
完
成

成
東
小
で
異
文
化
交
流

山
武
市
学
校
音
楽
発
表
会

プ
ロ
の『
技
』を
体
験

本
物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
て

　

中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
及
び
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
工
事
、
空
調
機
改
修
工
事

が
10
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

耐
震
補
強
工
事
は
補
強
箇
所
数
が
多
い

中
、
な
る
べ
く
短
い
工
期
で
行
う
た
め
、

ピ
タ
コ
ラ
ム
工
法
と
い
う
外
枠
ブ
レ
ー
ス

で
の
補
強
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
上
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
、
空
調
機
は
エ

コ
タ
イ
プ
に
改
修
し
、
環
境
に
優
し
い
校

舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
校
舎
に
つ
い
て
の
生
徒
の
声

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

私
は
耐
震
工
事
で
校
舎
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
工
事
は
５
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、
私

た
ち
３
年
生
は
急
遽
２
階
か
ら
３
階
へ
と

教
室
を
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

校
舎
に
は
足
場
が
組
ま
れ
、
窓
は
シ
ー
ト

に
覆
わ
れ
室
内
は
と
て
も
暗
く
な
り
ま
し

た
。
教
室
は
換
気
が
不
十
分
な
た
め
湿
気

が
多
く
、
空
気
も
ど
ん
よ
り
し
て
い
る
感

じ
が
し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
工
事
の

音
が
う
る
さ
く
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
工
事
が
終
わ
る
と
校
舎
に
静
け
さ
が

戻
り
、
う
る
さ
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
が
懐

か
し
く
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

工
事
が
終
わ
っ
て
校
舎
内
の
エ
ア
コ
ン

や
ベ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
流
し
台
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
の
壁
も
塗
り
替

え
ら
れ
、と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
蓮
沼
中
学
校

生
徒
一
同
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
日
々
の
勉
強
や

部
活
動
、
伝
統
あ
る
学
校
行
事
等
に
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

耐
震
工
事
を
終
え
て

３年
菅
すがわら

原　有
ありさ

紗さん

　

10
月
６
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
ル

ゴ
ウ
ラ 

ハ
イ
ツ
小
学
校
の
お
友
達
15
人

が
成
東
小
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
学
校
に
は
無
い
清
掃
活
動
や

組
体
操
、
書
道
の
授
業
な
ど
を
成
東
小
の

児
童
た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
一
緒
に
体
験

し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
、
第
１
回
山
武
市
学
校
音
楽

発
表
会
が
、
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
会
は
、
市

内
の
小
中
学

校
13
校
が
参

加
し
、
金
管

や
合
唱
な
ど

を
発
表
し
ま

し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
真

剣
な
歌
声
と

演
奏
に
、
会

場
は
感
動
に

包
ま
れ
ま
し

た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
貫
と
し
て
、
手
づ

く
り
み
ら
い
教
室
が
11
月
４
日
、
南
郷
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
、
お
菓

子
づ
く
り
や

本
立
て
づ
く

り
な
ど
５
班

に
分
か
れ
、

熟
練
し
た
技

能
者
か
ら
直

接
指
導
を
受

け
、
も
の
を

作
る
楽
し
さ

を
体
験
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
芸
術
を
愛
す
る
心
を
育

て
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
子
ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸

術
体
験
事
業
」（
音
楽
劇
『
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
の
青
春
』）
が
10
月
26
日
、
豊
岡
小
学

校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
豊

岡
小
の
児

童
や
保
護
者

は
、
芸
術
家

に
よ
る
音
楽

劇
を
真
剣
に

見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
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図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

12月の
休館日

図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
16
日
㈭
・
20
日
㈪

24
日
㈮
・
27
日
㈪
・
29
日
㈬
・
30
日
㈭

31
日
㈮６

日
㈪
・
13
日
㈪
・
16
日
㈭
・
20
日
㈪
・
24
日
㈮

27
日
㈪
・
29
日
㈬
・
30
日
㈭
・
31
日
㈮

12月の
休館日

【
年
末
年
始
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　

次
の
期
間
は
、
年
末
年
始
の
た
め
休
館

い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期�　

間　

12
月
29
日
㈬
～
１
月
４
日
㈫

※
12
月
28
日
㈫
は
臨
時
開
館
い
た
し
ま

す
。

【
冬
の
お
は
な
し
会
】

　

人
形
劇
と
工
作
教
室
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�　

時　

12
月
25
日
㈯　

午
後
２
時
～

（
約
１
時
間
）

イベントインフォメーション

【松尾図書館】 ☎0479（80）8066

【おはなし会】
4 日・11 日・18 日
各土曜日　午前 11 時～

【さんぶの森図書館】 ☎（80）9101

【おはなし会】
4 日・11 日・25 日
各土曜日　午後 2時～
【ビデオ上映会】
25 日（土）　「赤ずきんちゃん」他（約 60 分）
午後 2時 45 分～

【成東図書館】 ☎（80）2299

【こだまおはなし会】
4 日・18 日
各日土曜日　午後 2時半～
【０・１・２・３わらべうたの会】
（０～３歳のお子さんと保護者・要申込）
9日（木）午前10時半～
【のぎくげきじょう】
26 日（日）午前 10 時～
【絵本をたのしむ会】
26 日（日）午前 11 時～

【新着案内】　 ※市内の図書館に 1,197 冊の新着本が入りました。一部をご紹介します。

「クリストファー・ロビンがかえっ
てくる !」プーさんの森に、そんな
うわさがきこえてきた。コブタに、
ウサギに、フクロウに、ティガーと
イーオー…、プーと森のなかまたち
のゆかいな冒険物語。

千里が修行する武宮にひとりの少女
が忽然と姿を現した。少女を匿うう
ちに世界に異変が起こり始める。共
に修行した弟子は老い、かつての仲
間は青年になっていた。狂い始めた
時間の謎を解き明かすため、千里は
再び旅に出る―！

■『プーさんの森にかえる』
…デイヴィッド・ベネディクタス／
著　こだまともこ／訳　＜小学館＞

■『千里伝　時輪の轍』
…仁木英之／作　＜講談社＞

場�　

所　

松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
和
室

対　

象　

幼
児
・
児
童

参
加
費　

無
料

　【
冬
の
お
は
な
し
会
】　

日�　

時　

12
月
18
日
㈯　

午
後
２
時
～

（
約
１
時
間
）

場　

所　

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル

図書館情報
お知らせ

内�　

容　

大
型
絵
本
「
お
お
き
な
か
ぶ
」・

人
形
劇
「
さ
る
と
か
に
」

対　

象　

幼
児
・
児
童

参
加
費　

無
料

【
新
春
か
る
た
と
り
大
会
】

日�　

時　

１
月
６
日
㈭

　

午
後
２
時
～
（
約
１
時
間
）

場　

所　

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル

対�　

象　

５
歳
～
小
学
生
ま
で

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申�

込
受
付　

さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館　

12
月

４
日
㈯
～

【
大
人
の
た
め
の
体
験
講
座
】

～
フ
ェ
ル
ト
で
雪
う
さ
ぎ
を
つ
く
ろ
う
～

日�　

時　

12
月
26
日
㈰　

午
後
２
時
～
３

時
半

場�　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

視
聴
覚
室

参
加
費　

材
料
代
１
０
０
円

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申�

込
受
付　

成
東
図
書
館
（
電
話
可
）
12

月
４
日
㈯
～

◆
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

◆
三
館
共
通

◆
成
東
図
書
館

◆
松
尾
図
書
館

▲制作する雪うさぎです

▲人形劇

「ホンザときつね」
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成
東
文
化
会
館

　
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
催
物
　

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ｖ
ｏ
ｌ
．
１
１
２

◆�

ブ
ラ
ス
エ
イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

内�　

容　

２
０
０
５
年
に
結
成
さ
れ

た
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
×
３
、
ホ
ル

ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
ム
、
チ
ュ
ー
バ
、
打
楽
器
の
８
名

と
い
う
珍
し
い
編
成
の
金
管
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
。

出�

演
者　

関
繁
人
・
松
原
一
郎
・
藤
代

佳
万
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
木
村
あ
す

か（
ホ
ル
ン
）嶋
田
慎（
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
）
大
山
智
（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ー
ム
）

田
中
優
幸
（
チ
ュ
ー
バ
）
本
田
愛
子

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

日　

時　

12
月
17
日
㈮　

　

�

開
演　

午
後
７
時
（
開
場 

午
後
６

時
半
）　

　
　

☎
（82）
５
２
２
２

問

場�　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

入�

場
料　

一
般　

１
，
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）

図
書
館
フ
ェ
ア
開
催
し
ま
し
た

　

今
年
は
国
民
読
書
年
で
す
。
そ
れ
を

記
念
し
て
、
11
月
３
日
に
、
成
東
図
書

館
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
内
の
各
会
場
で
、

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
や
、文
化
講
演
会
、

上
映
会
、
工
作
会
、
お
は
な
し
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
方

は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
フ
ェ
ア
を
楽

し
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
身
近
に
図

書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十
三
夜
月
な
き
汀
ほ
の
明
か
り
岸
寄
る
浪
の
か
す
か
さ
さ
め
き

今
関
　
久
義

久
し
振
り
地
引
網
引
く
乙
女
お
り
朝
日
に
ま
ぶ
し
そ
の
白
き
足

佐
伯
　
慶
一

さ
わ
さ
わ
と
稲
穂
の
風
に
遊
ぶ
音
さ
さ
や
く
如
し
野
に
バ
ス
待
て
ば

今
関
満
寿
江

ス
テ
ー
ジ
で
演
ず
る
姿
習
い
つ
ゝ
こ
れ
で
良
し
と
す
我
は
笑
顔
に

勝
田
　
て
る

逝
き
て
早
や
十と

と

せ年
の
夏
は
過
ぐ
れ
ど
も
心
に
開
い
た
穴
は
ふ
さ
げ
ず

鈴
木
ひ
さ
よ

七
年
を
共
に
詠
ひ
し
友
ど
ち
の
厚
き
情
を
ゆ
め
忘
れ
め
や

関
島
恵
美
子

玄
関
の
扉
開
け
ば
ま
ぶ
し
か
り
風
車
が
躍
る
茶
畑
の
山

平
野
　
久
子

湯
本
よ
り
登
山
鉄
道
乗
車
し
て
紫
陽
花
愛
で
つ
つ
強
羅
駅
ま
で

前
田
　
一
夫

松
ヶ
枝
の
映
る
池
面
を
渡
り
く
る
風
頬
を
撫
づ
清
澄
庭
園

永
山
　
洋
子

も
の
す
ご
き
自
然
の
力
思
い
知
る
二
百
六
十
余
島
の
絶
景

高
崎
ヨ
シ
子

寒
風
に
め
げ
ず
に
蒔
き
し
葱
苗
の
日
増
し
に
育
ち
青
あ
お
と
な
る

今
関
　
礼
子

清
水
の
舞
台
の
か
な
た
緑
陰
に
音
羽
の
滝
は
白
く
け
ぶ
り
て岡

本
　
　
秀

月
の
出
の
遅
く
な
り
た
る
東
ひ
ん
が
しに
ゆ
ら
り
と
赤
き
月
昇
り
来
ぬ土

屋
　
耕
一

く
ろ
し
お
短
歌
会

左
千
夫
短
歌
会
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行政からの

お らせ知
information

年末年始の業務日程
○公共施設○

○ごみ収集○

施設・業務名 最終業務日 業務開始日

市役所
出 生 届・ 死 亡 届 な
どについては受け
付けます。

12 月 28 日㈫ 1 月 4 日㈫

歴史民俗資料館 12 月 26 日㈰ 1 月 5 日㈬

文 化 会 館（ 成 東 文
化 会 館・ さ ん ぶ の
森文化ホール）

12 月 26 日㈰ 1 月 5 日㈬

図書館 12 月 28 日㈫ 1 月 5 日㈬
さ ん ぶ の 森 交 流 セ
ンターあららぎ館 12 月 28 日㈫ 1 月 4 日㈫

スポーツ施設 12 月 26 日㈰

1 月６日㈭

※１月５日は施設

　予約のみ受付

施設・業務名 最終業務日 業務開始日

グリーンタワー
12 月 26 日㈰ 1 月 5 日㈬

臨時開館
　1 月 1 日㈷
　午前 6 時～午後 4 時
　1 月 2 日㈰・1 月 3 日㈪
　午前 9 時～午後 4 時

蓮沼健康増進室 12 月 28 日㈫ 1 月 4 日㈫

さんぶの森元気館 12 月 28 日㈫ 1 月 4 日㈫

国保日向診療所 12 月 28 日㈫ 1 月 4 日㈫

し尿収集業務 12 月 28 日㈫ 1 月 4 日㈫

火葬業務 12 月 31 日㈮ 1 月 4 日㈫

問　　し尿処理業務　山武郡市広域行政組合
　　　　　　　　　環境アクアプラント
　　　　　　　　　☎（54）0531　

問　　火葬業務　　　山武郡市広域行政組合　
　　　　　　　　　広域斎場　☎（55）6360

問　　環境保全課　☎（80）1161

問

問

　　東金市外三市町環境クリーンセンター　
　　　　　　　　　粗大ごみ受付　☎（50）5301
　　　　　　    　　自己搬入受付　☎（55）9141 

　　山武郡市環境衛生組合　      ☎0479（86）3516

収集品目 最終収集日 収集開始日
可燃ごみ 12 月 31 日㈮ 1 月 4 日㈫
カン、ビン
ペットボトル

12 月 31 日㈮ 1 月 4 日㈫

不燃ごみ
（金属・ガラス類）

12 月 25 日㈯ 1 月８日㈯

地区名 受付締切日 受付開始日
成東 12 月 17 日㈮ 1 月 4 日㈫
緑海・鳴浜 12 月 21 日㈫ 1 月 4 日㈫
大富・南郷 12 月 22 日㈬ 1 月 4 日㈫

地区名 受付締切日 受付開始日
松　尾 12 月 24 日㈮ 1 月 14 日㈮
山　武 12 月 17 日㈮ 1 月 7 日㈮
蓮　沼 12 月 24 日㈮ 1 月 14 日㈮

◇成東地区 ◇山武・松尾・蓮沼地区

○粗大ごみ個別収集　 ※年内回収を希望する場合

※ごみの収集については、各地区の指定曜日までです。

○粗大ごみ個別収集　　＊事前に電話申し込み

※�上記締切日以降の場合や回収日の申込件数が50
件以上になった場合は、１月４日㈫以降の回収と
なります。

○�粗大ごみの自己搬入は 12 月 28 日㈫まで、年始は
１月５日㈬からです。

○�粗大ごみの自己搬入は 12 月 27 日㈪まで、年始は
１月 4 日㈫からです。〈当日電話申込み〉

地　区　名 最終収集日 収集開始日

松
尾

可燃ごみ 12 月 31 日㈮ 1 月 4 日㈫
不燃・資源・有害ごみ 12 月 20 日㈪ 1 月 10 日㈪

山
武

可燃ごみ 12 月 29 日㈬ 1 月 5 日㈬
不燃・資源・有害ごみ 12 月 13 日㈪ 1 月 4 日㈫

蓮
沼

可燃ごみ 12 月 30 日㈭ 1 月 6 日㈭
不燃・資源・有害ごみ 12 月 20 日㈪ 1 月 10 日㈪

※�年末は混雑が予想されますので、ごみの搬入は
お早めにお願いいたします。

※�年末は混雑が予想されますので、ごみの搬入は
お早めにお願いいたします。
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問

山
武
市
臨
時
職
員
等

登
録
者
募
集

　

短
期
間
の
作
業
お
よ
び
事
務
補
助
、

ま
た
は
育
児
休
業
中
の
職
員
の
代
替
と

し
て
従
事
す
る
臨
時
職
員
お
よ
び
非
常

勤
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
市
で
は
、事
前
に
登
録
し
た
方
か
ら
、

職
種
や
勤
務
時
間
な
ど
条
件
に
あ
う
方

を
選
考
し
、
審
査
を
経
て
採
用
す
る
事

前
登
録
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

募
集
職
種

　

�

一
般
事
務
職
、
保
育
士
、
看
護
師
、

放
課
後
児
童
指
導
員
、
介
護
認
定
調

査
員
、
保
健
師
、
作
業
員
ほ
か

応
募
要
件

　

65
歳
未
満
の
方

申
込
方
法

　

�『
山
武
市
臨
時
職
員
等
登
録
申
込
書
』

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
総
務
課
職

員
係
、
各
出
張
所
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ

い
。

提
出
場
所

　

総
務
課
職
員
係
・
各
出
張
所（
郵
送
可
）

申
込
期
間

　

随
時
受
付
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

勤
務
条
件

　

�

職
種
や
勤
務
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

 

・�

登
録
の
有
効
期
間
は
、
登
録
を
し
た

日
か
ら
２
年
間
で
す
。

 

・�

登
録
期
間
内
に
採
用
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
　

総
務
課
職
員
係　

☎
（80）
１
１
１
７

税
業
務
臨
時
職
員
募
集

趣
味
に
つ
け
込
む

電
話
勧
誘
に
注
意
!!

業�

務
内
容　

所
得
税
・
市
県
民
税
申
告

補
助
お
よ
び
書
類
整
理

勤
務
場
所　

課
税
課
市
民
税
係

雇�

用
期
間　

平
成
23
年
１
月
11
日
～
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で

勤�
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま

で
（
昼
休
憩
１
時
間
）

勤�

務
条
件　

時
給
７
７
４
円　

交
通
費

有
り

募
集
人
員　

６
人
（
60
歳
未
満
の
方
）

募
集
期
限　

12
月
17
日
㈮
ま
で　

応�

募
方
法　

履
歴
書
を
12
月
17
日
㈮
ま

で
に
課
税
課
市
民
税
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

　

�

書
類
選
考
の
上
、
12
月
20
日
㈪
ま
で

に
面
接
対
象
者
の
み
に
ご
連
絡
し
ま

す
。

　

�

な
お
、
応
募
書
類
は
返
送
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

課
税
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
８
１

事　

例

　
「
あ
な
た
の
作
品
を
掲
載
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
俳
句
を
新
聞
広
告
に
掲
載

す
る
電
話
が
あ
り
、
無
料
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
承
諾
し
た
。
掲
載
依
頼
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し
た
。
そ

の
後
、
掲
載
紙
と
返
送
し
た
書
類
が
送

ら
れ
て
き
た
が
、
先
日
は
空
欄
だ
っ
た

依
頼
書
の
項
目
に
掲
載
料
９
万
円
が
追

加
さ
れ
て
い
た
。
支
払
わ
な
い
旨
の
文

書
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
12
回
掲

載
分
の
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

①�

勧
誘
時
の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、

新
聞
名
、
掲
載
時
期
、
料
金
な
ど
条

件
を
書
面
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②�

し
つ
こ
い
勧
誘
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

③�

勧
誘
を
断
っ
て
い
る
の
に
請
求
書
が

届
く
場
合
、
契
約
は
不
成
立
な
の
で

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
契

約
な
ど
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

山
武
市
消
費
生
活
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（82）
８
４
５
３

相
談
日
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申  

・  

問

問

問問

平
成
21
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳　　入 歳　　出

分 担 金 1,821,264,000 議 会 費 497,787

財 産 収 入 20,040 総 務 費 119,389,391

繰 入 金 0 衛 生 費 985,713,859

繰 越 金 163,585,801 公 債 費 890,950,380

使用料及び手数料 166,805,400 諸 支 出 金 20,020,040

諸 収 入 23,053,880 予 備 費 0

合 計 2,174,729,121 合 計 2,016,571,457

歳　　入 歳　　出

負 担 金 884,000,000 議 会 費 647,560

使用料及び手数料 162,217,250 総 務 費 81,684,861

財 産 収 入 15,951,501 衛 生 費 538,821,544

繰 入 金 37,141,000 公 債 費 470,190,082

繰 越 金 71,819,853 予 備 費 0

諸 収 入 917,703

合 計 1,172,047,307 合 計 1,091,344,047

　　東金市外三市町清掃組合　☎（55）9131　　山武郡市環境衛生組合　☎0479（86）3131

東金市外三市町清掃組合　　　     　（単位：円）山武郡市環境衛生組合　　    　     　（単位：円）
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　県では、原爆被爆二世に対する
健康診断を実施します。
対�象者　原爆被爆者の実子で、県

内に住所がある受診希望者
申�込方法　郵便番号・住所・氏名・

生年月日・電話番号、および被
爆者である親の郵便番号・住所・
氏名・被爆者健康手帳番号を書
いて、封書にて郵送
申�込期限　平成 23 年２月 10 日
※�検査の種類によっては、一部自
己負担が生じることがあります。
申込み・問合せ　〒 260-8667　
　千葉市中央区市場町１－１　
　�千葉県健康福祉部健康福祉指導

課援護恩給室 ☎043（223）2349

　お子さん自身や、お子さんのこ
とで悩んでいる保護者の方を対象
に、お話をお伺いしています。
 ・�食事を極端に食べない、または

食べ過ぎる
 ・�お子さんと保護者の方との関係

について　など
相談日時　※完全予約制
　【�偶数月】第２水曜日　午後２

時半～（精神科医師・臨床心
理士の相談）

　【�奇数月】第２火曜日　午後１
時半～（臨床心理士の相談）

予�約先・問合せ　山武健康福祉セ
ンター ( 山武保健所 ) 地域保健
福祉課　親と子の心の相談担当

　☎（54）0611 ㈹

　楽しいひと時をお過ごし下さい。
出�演　松尾コーラス「ききょう」

さんむコーラス「やまゆり」
日時　12 月 12 日㈰
　午後１時半開演　入場無料
場�所　農村環境改善センター（松

尾ふれあい館）多目的ホール
問合せ　矢田部
　☎0479（86）4970

　男性限定の講習会を開催します。
　郷土の伝統食　太巻き寿司を
作ってみませんか。出来上がった
お寿司は各自お持ち帰りできます。
日時　12 月 21 日㈫
　午前 10 時～午後１時
場�所　成東保健センター２階　栄

養指導室（市役所となり）
参加費　1,000 円（材料代）
募集人数　先着 30 人
持ち物　エプロン・三角巾　
申�込み・問合せ　アグリさんむ事

務局 農林水産課　☎（80）1211

練習日時　毎週金曜
　午前 10 時～正午
練習場所　さんぶの森中央会館
問合せ　宮下 ☎（88）2644
　青柳 ☎（89）2938

①クリスマス・リースを作ろう
　日時　12 月５日㈰　
　　午前９時～午後３時
　参加費　800 円
②ミニ門松を作ろう
　日時　12 月 19 日㈰　
　　午前９時～午後３時
　参加費　2,500 円 ( 一対 )
③おもちをつこう
　日時　12 月 26 日㈰
　　午前９時～午後３時
　参加費　500 円
定員　各 40 人
対象　親子・一般
申込み方法　電話（先着順）
申込み・問合せ　東金青年の家
　☎（54）1301

原爆被爆二世健康診断の実施 第17回ふだんぎのコンサート

男性のための太巻き寿司講習会

コーラスやまゆり会員募集

東金青年の家 12月のお楽しみ！親と子の心の相談のお知らせ

お知らせ

募　集

お知らせ

募　集

航空科学博物館
    からのお知らせ
航空科学博物館
    からのお知らせ

工業統計調査へのご回答を

　工業の実態を明らかにするた

め、製造業を営む事業所を対象

として、毎年 12 月 31 日現在

で、工業統計調査を実施
しています。

調査員が伺

いますので

ご回答をお

願いします。

経済産業省　千葉県　山武市

問合せ　企画政策課企画係

　　　　☎（80）1131　　
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情 報 通 信

ＥＣＯ　ＣＡＮ＠山武 航空科学博物館　イベント情報お知らせ

募　集

お知らせ

募　集

航空科学博物館
    からのお知らせ
航空科学博物館
    からのお知らせ

　外出困難者（日常のお買物に不
自由している方）を対象として、

「お買物たすけ隊」が山武市商工
会の主導で発足しました。
　社会福祉協議会と連携し、外出
困難者を支援することを目的に商
工会員の有志で結成された組織
で、商品や様々なサービスの配達
による提供を行うものです。
　当面は山武市内の福祉事業所関
連施設を利用されている方々を中
心に活動を行い、徐々に一般高齢
者の方々などに拡大していく方針
です。
　お買物等にお困りの方は、お問
い合せ下さい。
問合せ　山武市商工会本所　
　☎（82）2434　（担当：松本）

　弁護士による無料電話相談です。
日�時　12 月９日㈭　午後１時～

４時　※ FAX 相談は午後１時
～２時
相�談方法　①電話☎ 043（227）

7370 ② FAX（当日もしくは後
日の回答） 043（225）4860
③面談（前日までに下記へ申込
み）
申込み・問合せ　千葉県弁護士会
　☎ 043（227）8431

　廃油を利用して自分たちで作っ
た数千個のエコキャンドルで、さ
んぶの森公園を灯してみません
か。
日時　12 月 11 日㈯
　�午後２時半　開会・キャンドル

づくり
　午後４時半　キャンドル点火
※�空き瓶（ジャムなどの広口ビン）

をご持参ください。
場所　さんぶの森公園
問�合せ　ECOCAN@ 山武実行委員

長　横石☎ 090（5317）7193

　楽しくて、しかもロマンチック
なクリスマス。成田空港ならでは
のクリスマスを感じてください。
日時　12 月 11 日㈯
　午前 11 時～午後７時
場�所　成田国際空港第２旅客ター

ミナルビル前 中央広場
※�来場の際は、身分を証明できる

もの（運転免許証、学生証など）
を持参してください。
問�合せ　クリスマス・フェスティ

バル実行委員会事務局（NAA
地域共生部内）

　☎ 0476（34）5858

◆企画展「日本の初飛行100年展」
日時　12 月１日～ 28 日
場�所　航空科学博物館2階展示室
◆クリスマスコンサート
日時　12 月 23 日㈷
　①正午～　②午後３時～
　※各回とも 30 分間
場�所　航空科学博物館１階西棟展

示室
問合せ　航空科学博物館
　☎ 0479（78）0557

開�催期間　平成 23 年１月 30 日
㈰まで
場所　国立歴史民俗博物館　
　くらしの植物苑
休�苑日　毎週月曜日（祝日の場合

はその翌日）、年末年始（12 月
27 日～ 1 月 4 日）
開�苑時間　午前９時半～午後４時

半
入�苑料　個人（高校生以上）100円
問�合せ　国立歴史民俗博物館ハ

ローダイヤル
　☎ 03（5777）8600
　※午前８時～午後 10 時

障害者、高齢者の人権・法律
110 番

お買物たすけ隊
12 月１日スタート！

成田国際空港　クリスマス・
フェスティバル 2010

国立歴史民俗博物館　くらしの植
物苑特別企画『冬の華・サザンカ』

カンツバキ群：勘
かんじろう

次郎
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※６日㈪　休館日　☎（８０）５０２０
※天候により中止となるイベントがあります。	

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先

人
権
行
政
相
談

人権相談のみ 7日㈫

13：30～16：30
（受付は16時まで）

山武福祉センター

市民課市民生活係
☎（８０）1２７１

人権行政相談 14日㈫ 山武市役所

人権相談のみ
21日㈫

農村環境改善センター

行政相談のみ 山武福祉センター

人権行政相談 28日㈫ 蓮沼出張所

交通事故巡回相談 1月27日㈭ 10：00～15：00 山武市役所 市民課市民生活係
☎（８０）1２７１

消費生活相談

3日㈮
6日㈪

10日㈮
13日㈪
17日㈮
20日㈪
24日㈮
27日㈪

9：00～16：30 山武市役所
山武市
消費生活相談窓口
☎（８２）８４５３

心と身体の
相 談 室 デ ィ
サービス教室

『Ｗai（ﾜｲ）
　　Ｗai（ﾜｲ）』

7日㈫ 14：00～16：30
松尾ＩＴ保健福祉センター 社会福祉課

障がい福祉係
☎０４７９

（８０）８３６４

14日㈫ ９：30～13：00

21日㈫ 14：00～16：30 山武出張所

心
配
ご
と
相
談

一般相談

7日㈫

13：30～16：30

山武福祉センター

山武市
社会福祉協議会
☎（８２）７１０２

14日㈫ 成東老人福祉センター

21日㈫ 農村環境改善センター
山武福祉センター

弁護士
相　談

（要予約）

1日㈬

13：30～16：30

蓮沼中央会館

8日㈬ 山武福祉センター

15日㈬ 成東老人福祉センター

22日㈬ 農村環境改善センター

税理士による
無料相談

（要予約）

1日㈬
15日㈬

10：00～15：00 東金商工会館 県税理士会東金支部
☎（５０）６３２２

行政書士による
無料相談 16日㈭ 13：00～16：00 東金市役所

市民相談室

行政書士会
東総支部山武
☎（８０）７６５０

労災職業病
なんでも相談 18日㈯ 13：00～16：00 船橋市勤労市民

センター

千葉中央法律事務所
☎０４３

（２２５）４５６７

多重債務
365日電話相談

多重債務365日
電話相談窓口
☎０４３

（２４７）０４４１

無料法律相談
（要予約）

2日㈭
9日㈭

16日㈭
13：00～16：00 県庁

県総合企画部
報道広報課広聴室
☎０４３

（２２３）２２４９
又は２２５０

県消費者センター
による無料電話相談

月～金
土

9：00～16：30
9：00～16：00

県消費者センター
☎０４７

（４３４）０９９９

ナイター
無料法律相談

（要予約）
14日㈫ 18：00～21：00 東金市立

中央公民館

千葉司法書士会
つくも支部
☎（５０）３８００

各種相談窓口

その他の主な行事
●古文書講座　日　時　12月16日㈭　14：00～16：00
　　　　　　　場　所　成東文化会館のぎくプラザ
　　　歴史民俗資料館　☎（８２）２８４２問

オライはすぬま　　 のイベント
道の駅

12月

休日納税窓口　12 月 26 日㈰
　　　　　　　午前９時～午後５時
夜間納税窓口　12 月 27 日㈪　
　　　　　　　午後５時半～８時
場　所　市役所　収税課
　　収税課　☎（８０）１１５１

日　時　12 月 26 日㈰　午前９時～午後５時
場　所　　市役所　市民課
※戸籍・住民票関係（住民票写し・戸籍に関
する証明書・印鑑登録証明書・住所証明書の
交付、印鑑登録新規・廃止の受付・ただし住
民票の異動手続きはできません）
　　市民課　☎（８０）１１４１
※市県民税関係（所得・課税・非課税証明書
の交付）
　　課税課　☎（８０）１２８１
※納税証明書の交付
　　収税課　☎（８０）１１５１

 休日納税窓口・夜間納税窓口 休日納税窓口・夜間納税窓口

 休日証明窓口業務 休日証明窓口業務

問

問

問

問

固定資産税　　　　　第４期
国民健康保険税　　　第６期　

12 月 28 日㈫

納付場所：�コンビニエンスストア・指定金融機
関など

今 月 の 納 期

5 日㈰ 焼き芋特別販売 / 手作り味噌・餅実演販売 /
豚汁無料サービス / 焼き物・揚げ物販売

12 日㈰
焼き芋特別販売 / ネギ焼き試食販売
のぎくプラザ吹奏楽団演奏　11 時・13 時

（2 回公演）

18 日㈯
焼き芋特別販売 /
ふじの　みさ　歌謡ショー　11 時・13 時

（2 回公演）

19 日㈰ 焼き芋特別販売 / 味噌の量り売り / もつ焼き
その他販売

23 日㈷
クリスマスお楽しみ抽選会（千円以上お買い
上げのお客様）抽選で 50 人にプレゼント /
焼き物・揚げ物販売

25 日㈯ 焼き芋特別販売

26 日㈰ 焼き芋特別販売/豆腐コロッケ・ドーナツ販売

29 日㈬ 麺の試食販売

30 日㈭
31 日㈮

年末お楽しみ抽選会（千円以上お買い上げの
お客様）抽選で 50 人にプレゼント

温かいスープサービス（200 人分）：4 日㈯、11 日㈯



12月暮らしの情報12月暮らしの情報
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※都合により変更になる場合があります。

休日当番医テレホンガイド
　　　　　　　　　　　　  ☎（５０）２５３１	

松尾 IT 保健福祉センター☎ 0479（80）8383

今月のこども園・保育所開放
開放時間　午前９：３０～１１：００

　８日㈬　成東・緑海・鳴浜保育所
　　　　　なんごうこども園
１０日㈮　まつおこども園、大平・豊岡保育所
１５日㈬　なんごうこども園、緑海保育所
２１日㈫　まつおこども園、大平・豊岡保育所
２２日㈬　成東・鳴浜保育所
　　子育て支援課保育係　☎0479（80）8394問

期日 ＋休日当番医 　  内：内科　外：外科

５
日
㈰

きららのくにみどりが丘クリニック（大網白里）
☎（73）8668

内

鈴木医院（横芝光）
☎ 0479（82）0126

内

大平医院（山武）
☎ 0479（86）6012

外

12
日
㈰

岡崎医院（東金）
☎（52）3313

内

成東医院（山武）
☎（82）2235

内

季美の森整形外科（大網白里）
☎（70）8951

外

19
日
㈰

みずほ台クリニック（大網白里）
☎（73）6000

内

よしみ医院（山武）
☎（82）8676

内

座間泌尿器科医院（東金）
☎（52）2266

外

23
日
㈷

おぐらクリニック（東金）
☎（50）9720

内

小高医院（横芝光）
☎ 0479（82）6368

内

しらさと整形外科（大網白里）
☎（70）5855

外

26
日
㈰

きみのもりクリニック（大網白里）
☎（70）2366

内

鈴木医院（山武）
☎（89）1002

内

日向台クリニック（山武）
☎（88）1491

外

29
日
㈬

高橋医院（九十九里）
☎（76）3101

内

花城医院（山武）
☎ 0479（86）2233

内

高根病院（芝山）
☎ 0479（77）1133

外

30
日
㈭

橋本医院（大網白里）
☎（72）0134

内

笹本医院（横芝光）
☎ 0479（82）5162

内

とし整形外科クリニック（横芝光）
☎ 0479（82）7770

外

31
日
㈮

西田医院（東金）
☎（53）1393

内

板倉内科医院（大網白里）
☎（72）6174

内

吉田クリニック（山武）
☎（82）0481

内

山崎医院（横芝光）
☎ 0479（82）0561

外

						    

保健事業 日　　　時 場　　所

すくすく広場 1日㈬ 10：00～11：30 まつおこども園

定期健康相談 2日㈭ 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

のびのび発達相談 3日㈮ 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

ことばの相談 6日㈪ 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

３歳児健診 7日㈫ 13：00～14：00 山武保健センター

１歳６か月児健診 8日㈬ 13：00～14：00 山武保健センター

２歳６か月児歯科健診
9日㈭

9：00～9：30 山武保健センター

介護予防講演会 13：30～15：30 のぎくプラザ

のびのび発達相談
10日㈮

予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

運動相談 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

ポリオ集団予防接種
13日㈪

受付
13：00～13：45

松尾 IT 保健福祉
センター

すくすく広場
（ベビーマッサージ）

予約制 蓮沼保健センター

乳児健診 14日㈫ 13：15～14：00 さんむ医療センター

いい歯モグモグクラス 15日㈬ 申込み制
松尾 IT 保健福祉
センター

すくすく広場（絵本遊びなど）

16日㈭

13:30 ～15：00 山武保健センター

ことばの相談 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

ヘルスアップ教室 申込み制
松尾 IT 保健福祉
センター

すくすく広場
20日㈪

10：00～11：30 なんごうこども園

のびのび発達相談 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

ことばの相談 21日㈫ 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

のびのび発達相談 22日㈬ 予約制
松尾 IT 保健福祉
センター

乳がん・子宮がん検診

24日㈮

予約制

成東保健福祉
センター

25日㈯
松尾 IT 保健福祉
センター

27日㈪ 山武保健センター
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市を巡って見つけたホットな話題を
カメラで追ってみました。

カメラリポート

十三夜だんごつくり
かわいいおだんごができました

第５回健康と福祉のまつり
手から手へつなげていこう福祉の輪

昔の道具を資料館で体験
ひのし・火熾

おこ

しに挑戦

　まつおこども園のひまわり組の園児が、旧暦９月 13 日の
10 月 20 日に「十三夜おだんごつくり」を行いました。９
月 22 日にはにじ・そら組のお兄さんお姉さんが、十五夜お
だんごつくりに挑戦しました。

　緑海小学校４年生は９月 15 日、歴史民俗資料館で
昔の道具体験を行いました。
児童は、ひのし（アイロン）や行

あんどん

灯、火
ひ

熾
おこ

しなど、昔
の人が使用していた道具を体験。額に汗しながら真剣
に取り組んでいました。
また、伊藤左千夫の生家屋根裏探索では、すすけた木
材・茅など目を輝かせて見ていました。

　「手から手へ～つなげていこう福祉の輪」をテー
マに第５回健康と福祉のまつりが 10 月 24 日、
今年 10 月にオープンしたさんぶの森交流セン
ターあららぎ館を会場に開催されました。
　ステージでは、コカリナ演奏やフラダンスなど
が披露され、広場では様々な模擬店やポイントラ
リー、抽選会など盛りだくさんのイベントに多く
の人でにぎわっていました。

▲ひのし（アイロン）の実演

▲出演団体のダンスを見入る観客

　エプロンに三角巾、マスクをし
た園児は、かわいい料理人に変身
です。先生から作り方を教えても
らいながら、かわいい手を合わせ
て上手におだんごを作ることがで
きました。
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山武市無形民俗文化財
文化財の保存と継承

第３回地域の安全教室
防災意識を高める

第４回房総子どもかるた山武市大会
『かるた』で千葉を知る

　10 月 17 日に白幡八幡神社の祭礼にてお龍頭の
舞が奉納されました。
　この舞は、鎌倉時代に発生したと伝えられ、疫病
退散のために奉納されたものです。
　伝承によると、源頼朝公が平家討伐のため伊豆の
国から逃れた時、下総へ向かう途上に本神社に家来
を連れて立ち寄り、矢と白旗を奉納されたと伝えら
れています。

　日ごろから災害に備えようと「地域の安全教室」
が10月17日、山武北小学校で北っ子見守りクラブと
地域の安全教室実行委員会の主催で開催されました。
　救急処置の方法として心肺蘇生法とＡＥＤの使い
方を、消防署職員から講義を受け実際に体験をしま
した。
　また、地震などの災害に備えて、避難方法や日ご
ろからの備え、自主防災組織について市の職員から
説明を受けました。参加者はメモをとるなど、熱心
に耳を傾けていました。

▲お龍頭の舞▲救急措置を体験

　11 月６日、蓮沼スポーツプラザしおさい館で、山武市子ど
も会育成連絡協議会主催による「第４回房総子どもかるた山武
市大会」が開催されました。
　団体の部 25 チーム、個人の部 11 人、合わせて 84 人の子
どもたちが参加しました。房総子どもかるたは、千
葉県内の名所や名物を題材としており、参加した子
ども達は、学びながらかるたを楽しみ、真剣に勝負
をしていました。

優勝チーム
団体高学年の部　優勝・・・蓮沼北部２
団体低学年の部　優勝・・・蓮沼北部５
個人高学年の部　優勝・・・尾森　光野（美杉野）
個人低学年の部　優勝・・・大藤　亜有美（八田）

▲「かるた」を見つけ素早くとる参加者
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健 や かに育て アイドル我が家のアイドル我が家の
★

★
我が家のアイドルに登録する就学前までのお子さんの写真を
募集しています。秘書広報課までご連絡ください。☎（80）1292

齊藤　暖人くん
H21・11・19生
いないいないばあっが好きな暖人。テレビの歌に合わせて、
毎日踊っています。（美杉野）

とはる

秋庭　未羽ちゃん
H21・6・25生
我が家のキラキラおめめのアイドルです。（松尾町大堤）

み　う
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編集後記▶
　早いもので12月になりました。1年ってあっという間ですね…。ところで、師走になるといたるところで聴くベートーヴェンの第九。後世の作曲家に多大な影響を与えたベー
トーヴェンですが、ＣＤの録音時間が74分になったことにも第九が大きく係わっているようです。なんでもこの74分という中途半端 (?)な時間になった理由の１つに、74
分あれば第九が録音できるからというのがあるそうです。こんなところにまで影響を与える名曲ってすごいですよね。それでは皆さま、よいお年をお迎えください。（N）




